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発 八 監 第 ３ ０ 号 

平成２９年１月２７日 

 

成 ２ ８ 

八頭町長     田 英 人 様 

 

 

八頭町監査委員  田 中 壽 人 

 

 

八頭町監査委員  西 尾 節 子 

 

 

定期監査の結果について（報告） 

 

地方自治法第１９９条第４項の規定により定期監査を実施したので、同条第９項の

規定に基づきその結果を次のとおり報告する。 

 

記 

１．監査の種別 定期監査 

監査の期日 監査の対象 監査の範囲 

平成 28 年 11 月 9 日（水） 保健課、総務課、人権推進

課、農業委員会事務局、建

設課 

平成２８年４月１日から

同年９月３０日までに執

行された財務に関する事

務の執行状況 平成28年11月10日（木） 

 

教育委員会事務局、地籍調

査課、男女共同参画センタ

ー、税務課、産業観光課 

平成28年11月15日（火） 地方創生室、企画課、上下

水道課、福祉事務所、福祉

環境課、議会事務局 

平成28年11月30日（水） 郡家東保育所 

 

２．監査の方法 

監査に当たっては、財務に関する事務が法令に基づいて適正かつ効率的に執行さ

れているかに主眼をおき、提出を求めた監査資料を検討し内容を審査したほか、各

担当課長等より説明を聴取して実施した。 
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３．監査資料 

「様式１ 職員現況表・事務分掌表」、「様式２－１ 平成２８年度予算執行状況（歳

入）」、「様式２－２ 平成２８年度予算執行状況（歳出）」、「様式３ 平成２８年度

予算の充用・流用措置状況表」、「様式４ 平成２８年度国・県からの補助金等の歳

入状況表」、「様式５ 平成２８年度補助金・交付金及び負担金の交付状況表」、「様

式６ 平成２８年度工事執行状況表（工事請負金額３００万円以上）」、「様式７－１ 

平成２８年度事務事業委託契約状況表」、「様式７－２ 平成２８年度施設・設備等

管理（保守管理）委託契約状況表」、「様式８ 平成２８年度賃貸借契約状況」、「様

式９ 平成２８年度主要施策の執行状況表」、「様式１０ 平成２８年度町税等の収

入状況」、「自動車管理状況」等の提出を求めた。 

 

４．監査の結果 

次のとおりである。なお、軽易な指摘事項については、それぞれ監査の過程にお 

いて触れたので省略する。 

 

【監査の事項別結果】 

１． 予算の執行状況 

予算は、概ね目的に従って適正に執行されているものと認められたが、交付 

金が要求額より少なかったため来年度以降に延期された事業があった。 

（町道殿西谷線改良事業） 

    

２．事務処理状況 

  （１）収入事務について提出書類を審査した結果、概ね適正な事務処理がされて

いるものと認められた。  

（２）支出事務について提出書類を審査した結果、概ね適正な事務処理がされて

いるものと認められた。 

  

３． 補助金・交付金及び負担金の交付状況 

概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

４．工事執行状況 

    概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

５．事務事業委託契約状況 

概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

６．施設・設備等（保守管理）委託契約状況 

概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 
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７．賃貸借契約状況 

概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

８．主要施策の執行状況 

      概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

   

９．町税等の収入状況 

   概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

１０．自動車の管理状況 

    概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

１１．出納員証の交付状況 

    概ね適正な事務処理がされているものと認められた。 

 

【監査意見】 

 ○税務課 

   町税の徴収率が前年 48.00％から 47.40％に 0.6 ポイント低下している。前年度に

6,031,084 円不納欠損処分を実施しており、一層の態勢強化が必要と思われる。 

  前年度に実施した不納欠損処分は対象者１０８名で、総額 14,151,177 円であった。

その内容は町民税、固定資産税、軽自動車、さらには国民健康保険税、介護保険料で

ある。不納欠損処分対象者の中には水道料、下水道使用料、住宅家賃、住宅資金貸付

金等の滞納もあり、総額で 29,227,688 円が収入未済金として残っている。 

  結果として税務課の担当する町税等の債権は、地方税法第１５条の７に該当する、

徴収の見込めない債権として不納欠損処分を行ったが、同じ対象者に対し他の課が担

当している使用料等の債権は、徴収の見込める債権として３１名の滞納者に対し、徴

収を続けている。こうした対応は行政の均一性を欠き、滞納者から不信を招く恐れが

ある。 

滞納者の生活実態、家計の収支、財産・借金の状況などの情報を担当部署が共有し、

責任部署を明確にして、滞納者の実情に沿った具体的かつ統一的収納方針が必要と思

われる。特に必要な滞納者については専任の担当者を設け、窓口を一本化して対応す

るなどの方策も必要と思われる。 

 

○人権推進課 

  住宅資金の償還金について延滞した場合の延滞金が徴収されていないと思われる

が、その理由と根拠を明らかにされたい。また、平成２７年度決算において税等の不

納欠損処分が行われているが、住宅資金の借り受け人の中にもその該当者があると思

われる。貸付債権の状況と今後の収納方針を明らかにされたい。 
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○建設課 

  町営住宅使用料の滞納整理に期待した成果が見えない。原因を明確にして徴収態勢

の強化を求めたい。 

なお、平成２７年度決算において税等の不納欠損処分が行われているが、町営住宅

使用料の滞納者の中にもその該当者があると思われる。その該当者の町営住宅使用料

の滞納の状況と今後の収納方針を明らかにされたい。 

 

○上下水道課 

  上下水道の使用料及び分担金の滞納について、平成２７年度決算において税等の不

納欠損処分が行われているが、上下水道の使用料及び分担金の滞納者の中にもその該

当者があると思われる。その該当者の上下水道の使用料及び分担金の滞納の状況と今

後の収納方針を明らかにされたい。 

 

○教育委員会事務局 

   体育施設使用料の徴収及び収納事務について委託されているが、領収書の様式に不

備がみられる。収納については、八頭町財務規則第９条又は第３５条の取り扱いに準

じた事務処理を求めたい。 

 

 

 

   

   


